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＜連絡事項＞
・【2階掲示板にプログラムなど要綱を掲示しています！

　　学術集会の案内です。

　　『第23回　東北精神科看護学術集会IN青森』

　　　　　　日時：H30年10月11日（木）～12日（金）

　　　　　　場所：リンクモア平安閣市民ホール

　　　　　　詳細について知りたい方は、病棟管理者を通じて東まで。】

　上記【　】内を、7月21日に案内していました。

　今回の研修参加については、個人参加として対応する事になりました。

　この機会に参加するという方は、8月20日（月）までに東まで連絡を

　下さい。（事前に病棟・部署管理者にもお話しておいて下さい）

　申し込みなどの詳細について、事前に説明致します。

＜患者様連絡事項＞
・柏山　知也様～11時　自宅へ退院。

・三上　キネ様～右踵表皮剥離あり、田名部Dr指示にてゲンタマイシン+ガーゼ保護1回/日7日分指示あり。

・熊谷　樹里様～不食・食思不振続いている。田名部Dr指示にて本日のみ点滴2本施行。

・坂本　重雄様～Ba自己抜去あり。田名部Dr指示にて再挿入している（14Fr）。
・野田　敏治様～臨時薬レキサルティ8/8～7日分処方。以後定期とする予定。
・玉岡　公子様～臨時薬バルプロ酸ナトリウムシロップ就寝前薬に追加、8/8～7日分処方。
・橋本　拓実様～日中活動支援hope体験利用の為外出している。次回8/10　13:30～19:00外出予定。
・小笠原　芳明様～妻様とともに自宅へ外出。飲酒はせず、他問題行動なく帰院している。
　　　　　　　　妻様より訴えあり。本人の対応に疲弊しているとのことで、本人から妻様へ用件がある場合は、姉様を介して行う事となる。病院からの連絡は通常通り妻様へ行う。また仕事で外泊をしたいと話しておけと言われたとの事、治療の目的について理解が得られるように指導していくこと伝えている。
　　　　　　　　　本人より主食大盛り希望あり、明日主治医へ確認することとしている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放後は徘徊したり奇声を上げたりする様子あり。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。私物や嗜好品の要求頻回に叫んでいる。易怒性ないが命令口調で訴え聞かれている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・玉岡　公子様～終日隔離中。室内徘徊や臥床して過ごしており多弁性や不穏さなく経過している。夜間浅眠で経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・坂本　重雄様～バイタルサインの異常はない。痰鳴あり、適宜吸引し黄白色痰多量にみられている。オムツ弄りやBa自己抜去あり、両手ミトン着用している。
　　　　　　　　昨日1日トータル) IN：1500ml　OUT：1450ml　排便なし
・三上　キネ様～体温14時38.6℃、クーリングにて経過みている。酸素5Lで酸素飽和度90％キープ出来ず、9：20～7Lへ増量、以後酸素飽和度99～100％で経過。マスク外しあり、介入を要している。
　　　　　　　　昨日1日トータル) IN：1000ml　OUT：750ml　排便1回(茶色泥状）
・熊谷　樹里様～体温14時37.1℃、咳嗽・頭痛・咽頭痛はあると頷き応じている。
朝食不食、昼食1/3量摂取。嘔気・嘔吐あると言うが吐物の確認は出来ていない。自ら勧んでポカリスエットは飲水出来ている。
・田村　真紀子様～多弁さやまとまりのない発言聞かれ、疎通不良。
　　　　　　　　　他者干渉あるがトラブルとなる事はない。精神症状の観察を行い、見守り・介入をしていく。
・小笠原　久年様～「お金がかかるから禁煙したい。だからAに行かせて」「さとうさん
がそういってる」など妄想様の言動きかれ、一時布団をAユニットの
入り口まで持っていき動かない様子あったが、自然に訴えなくなり落
ち着いて経過。OTは不参加となっている。
・佐藤　俊也様～殆ど自室で臥床して過ごしている。表情冴えなさあり、帰宅要求聞かれているが切迫した様子なく経過。
